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3) 西山志満子．「問題に対処するための考え方とコツ」．認知行動療法を取り入れた心の健康づくり教室；2014 Feb 7；
富山市保健所． 
4) 西山志満子．「問題に対処するための考え方とコツ」．認知行動療法を取り入れた心の健康づくり教室；2014 Feb 13；
八尾保健福祉センター． 
5) 西山志満子．「ストレス対策とメンタルヘルス」．平成 26 年度富山市医師会看護メンタルへルス研修；2014 Dec 14；
富山． 
6) 鈴木道雄．統合失調症への早期介入の行方．医報とやま；2014 No.1606；6-7． 
7) 鈴木道雄．健康きときと講座 認知症と家族．VITA．2014；No.98：16． 
8) 鈴木道雄．統合失調症における脳構造変化の臨床的意義について．統合失調症学術講演会；2014 Apr 24；前橋． 
9) 鈴木道雄．認知症の実態と予防について 認知症を遠ざける生活習慣．塚原経友会講演会；2014 Oct 22；射水． 
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